
21.8.8 ＫＴ師重賞本命と見解 

 

 

【エルムステークス】 

 

土曜の同コースはナスルーラ系のスピード持続性優勢。 

このクラスの函館ダート 1700mならレベルの観点から米国型の一流の血も重要。 

 

 

本命はレピアーウィット 

 

今開催好調の米国型ナスルーラ系が強調された血統馬。 

父、母父、母母父が米国型ナスルーラの影響強い種牡馬。 

なぜか出走したことはないのですが、平坦小回り 1700mを外目から 

スムーズに追走できるのは絶好のシチュエーション。 

 

アメリカンシードも父エーピーインディ系。今開催も馬場問わず好調。 

 

ウェスタールンドはネオユニヴァース産駒で緩いペースが合うタイプ。 

前走は高速馬場への短縮という最悪のローテーション。巻き返しが見込めます。 

 

オメガレインボーは母が短距離馬で短縮得意なタイプ。 

前走は目標後のレースで今回へ向けての叩き台で延長。外枠替わりも前進材料。 

 

ソリストサンダーは軽いダートの適性高いトビーズコーナー産駒。 

小回り中距離戦の消耗戦の流れは向かず。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【レパードステークス】 

 

ゴールドアリュール、パイロ、キングカメハメハ、ネオユニヴァースが 

複数の馬券対象馬、穴馬券を演出しているレース。 

 

 

本命はルコルセール。 

 

父は当レースに相性の良いキングカメハメハ系。 

同系統は母馬の特徴を出す引き出し型。 

当レースで馬券になった馬も母はダートの名血ばかり。 

その母は当レースに相性の良いゴールドアリュールと同配合の妹。 

 

タイセイアゲインは父パイロ。昨年も複数の馬が馬券対象に。土曜も大穴で 3着。 

 

近親にミラクルレジェンド。ローマンレジェンド。ダートの一流牝系。 

パイロ産駒は上級条件では牝系のスケールも重要。 

 

メイショウムラクモも当レースに実績あるネオユニヴァース産駒。 


